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Ⅰ ． 研 究 主 題

生 徒 の 「 自 ら 学 ぶ 意 欲 」 を 引 き 出 す 情 報 教

育 の あ り 方 を 求 め て

－ マ ル チ メ デ ィ ア 教 育 の 環 境 活 用 の 工 夫 －

Ⅱ ． 主 題 設 定 の 理 由

来 る べ き ２ １ 世 紀 は 、 高 度 情 報 通 信 社 会

と い わ れ る 。 こ の よ う な 社 会 に お い て 、

( 1 ) 情 報 を 主 体 的 に 収 集 ・ 判 断 ・ 処 理 し 、

発 信 ・ 伝 達 で き る 情 報 活 用 の 実 践 力 、 ( 2 )

情 報 手 段 の 特 性 理 解 や 自 ら の 情 報 活 用 を 評

価 ・ 改 善 で き る 情 報 の 科 学 的 な 理 解 力 、

( 3 ) 情 報 モ ラ ル ・ 情 報 に 対 す る 責 任 に つ い

て 考 え 、 望 ま し い 情 報 社 会 の 創 造 に 参 画 し

よ う と す る 態 度 を 身 に つ け て い く こ と が 大

切 と な る で あ ろ う 。 従 っ て 、 今 後 の 学 校 教

育 で は 、 こ の よ う な 観 点 を 踏 ま え た 情 報 教

育 の 充 実 と 情 報 活 用 能 力 の 育 成 が 重 要 で あ

る と 考 え る ｡
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本 校 で は 、 広 く 学 校 教 育 全 般 を と お し て、

「 情 報 教 育 」 で 身 に つ け さ せ た い 力 、 す な

わ ち 「 情 報 活 用 能 力 」 と し て 、 次 の ４ つ の

育 成 を 図 り た い と 考 え て い る ｡

ア 、 情 報 機 器 活 用 能 力 … … 主 と し て コ

ン ピ ュ ー タ や ソ フ ト を 操 作 す る カ

イ 、 情 報 処 理 能 力 … … 情 報 の 価 値 を 判

断 た り 、 必 要 な 情 報 を 選 択 し た り 、

集 め た 情 報 を 整 理 し た り 処 理 し た り

す る 力

ウ 、 情 報 発 信 能 力 … … 新 し い 情 報 を 創

造 た り 伝 達 し た り す る 力

エ 、 情 報 モ ラ ル … … 正 し く 情 報 を 取 り

扱 う マ ナ ー

ま た 、 教 科 等 の 指 導 ・ 学 習 に お い て 、 コ

ン ピ ュ ー タ や イ ン タ ー ネ ッ ト 等 の マ ル チ メ

デ ィ ア 環 境 を 中 心 に 、 他 の 視 聴 覚 機 器 ・ 資

料 や 図 書 な ど と 組 み 合 わ せ た 効 果 的 な 活 用

形 態 を 工 夫 し て い け ば 、 生 徒 の 「 自 ら 学 ぶ
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意 欲 」 、 す な わ ち 、 学 習 に 対 す る 興 味 ・ 関

心 ・ 思 考 力 ・ 創 造 力 ・ 判 断 力 等 を 引 き 出 し、

生 徒 に と っ て 「 楽 し い 授 業 」 「 や り が い の

あ る 授 業 」 が 展 開 で き 、 特 色 あ る 教 育 活 動

が 実 践 で き る の で は な い か と 考 え 、 本 研 究

の テ ー マ を 設 定 し た ｡

Ⅲ ． 研 究 仮 説

本 校 で は 、 昨 年 度 、 校 内 ネ ッ ト ワ ー ク が

構 築 さ れ 、 そ れ に 伴 い コ ン ピ ュ ー タ ー 室 の

レ イ ア ウ ト を 変 更 し 、 各 教 科 で の 活 用 を 配

慮 し て グ ル ー プ 学 習 に 対 応 で き る よ う 設 定

し た 。 こ う し た 新 た な 環 境 で 、 イ ン タ ー ネ

ッ ト を 活 用 し た 学 習 展 開 を 模 索 し て き た 。

し か し 、 そ れ ら の 活 動 は 、 限 ら れ た 範 囲

で の も の で あ っ た 。

本 年 度 は 、 昨 年 度 の 成 果 の 上 に 立 っ て 、

マ ル チ メ デ ィ ア 環 境 を さ ら に 整 備 し つ つ 、

新 た な 情 報 発 信 の 試 み や 他 校 と の 共 同 学 習

な ど の 試 み を 行 い た い と 考 え た 。
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そ こ で 、 こ れ を 支 え る も の と し て 以 下 の

３ 点 を 柱 と し た 。

ア 、 多 様 な メ デ ィ ア 環 境 の 整 備 と 活 用

イ 、 ネ ッ ト 社 会 へ の 参 画 す る 態 度 の 育 成

ウ 、 教 職 員 の 指 導 技 術 の 向 上

こ の ３ つ の 柱 に 基 づ き 、 下 記 の よ う な 研

究 仮 説 を 立 て た 。

( 1 ) 授 業 で 様 々 な メ デ ィ ア を 活 用 し 、 多 様

な 学 習 活 動 を 展 開 す れ ば 、 メ デ ィ ア の 特

性 を 理 解 し 、 よ り 効 果 的 に 情 報 を 収 集 し

た り 、 相 手 に 伝 え よ う と す る 意 欲 が 高 ま

る の で は な い か 。

( 2 ) 日 常 生 活 の モ ラ ル の 向 上 を 図 り つ つ 、

イ ン タ ー ネ ッ ト 上 の 諸 問 題 に つ い て 自 ら

考 え る 場 を 設 け れ ば 、 ネ ッ ト ワ ー ク で の

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の あ り 方 や 問 題 点 、
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情 報 の 信 頼 性 、 信 憑 性 、 善 悪 な ど を 正 し

く 判 断 で き る 力 を 養 う こ と が で き る の で

は な い か 。

( 3 ) 職 員 の コ ン ピ ュ ー タ リ テ ラ シ ー や 情 報

リ テ ラ シ ー が 高 ま れ ば 、 情 報 教 育 へ の 実

践 の 意 欲 が 高 ま り 、 授 業 実 践 の 広 が り が

生 ま れ る の で は な い か 。

Ⅳ ． 研 究 内 容

昨 年 度 の 実 践 の 反 省 か ら 下 記 の よ う な 研

究 の 柱 を 考 え た 。

( 1 ) 生 徒 の 興 味 ・ 関 心 に 応 え る 指 導 の 実 践

イ ン タ ー ネ ッ ト の 効 果 的 な 活 用 と な る

と 、 ま だ ま だ 研 究 の 緒 に つ い た ば か り で、

こ れ か ら 実 践 研 究 を 深 め な け れ ば な ら な

い 。

ア 、 総 合 的 な 学 習 に お け る 情 報 教 育 の

実 践 研 究 へ 向 け て 、 課 題 解 決 的 な 学

習 を 導 入 し つ つ 、 生 徒 が 教 室 の 枠 に
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と ら わ れ ず 、 情 報 収 集 や 発 信 の 方 法

を 考 え て 実 践 で き る 学 習 の 展 開 を 探

る 学 習 展 開 の 開 発 。

イ 、 文 化 祭 、 進 路 学 習 、 修 学 旅 行 事 前

学 習 な ど で の イ ン タ ー ネ ッ ト 活 用 し

た 情 報 収 集 の 推 進 。

ウ 、 生 徒 会 や パ ソ コ ン 部 の イ ン タ ー ネ

ッ ト を 利 用 し た 交 流 活 動 の 推 進 。

ま た 、 設 備 面 の 補 充 を 行 う こ と が 出 来

れ ば 、 学 校 間 交 流 な ど を 通 じ て 、 生 徒 の

視 野 を 広 げ さ せ 、 情 報 活 用 能 力 の 育 成 を

図 る 学 習 活 動 を 展 開 し た い と 考 え る 。

( 2 ) 各 教 科 等 の 年 間 指 導 計 画 の 調 整

本 校 で は 、 第 ３ 学 年 の 技 術 ・ 家 庭 科 で、

情 報 基 礎 を 選 択 し て い る 。 ま た 、 ２ ・ ３

年 生 の 選 択 教 科 に お い て も 、 積 極 的 に コ

ン ピ ュ ー タ 活 用 を 進 め て い る 。 コ ン ピ ュ

ー タ 室 は 、 こ う し た 教 科 の 学 習 に 優 先 的

に 割 り 当 て て き た 。
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し か し 、 本 校 の 学 級 数 は 、 本 年 度 ２ １

学 級 で あ る 。 こ れ に 対 し て コ ン ピ ュ ー タ

ー 室 は 、 １ つ で あ り 、 ま た 、 ク ラ イ ア ン

ト マ シ ン の 台 数 も 不 足 し て い る 。

こ の た め 、 他 教 科 で コ ン ピ ュ ー タ を 活

用 し た 学 習 の 展 開 を 計 画 し て も 、 実 際 に

は 、 時 間 割 上 、 か な り の 無 理 が 生 じ る 。

昨 年 度 も 、 あ る 一 定 の 時 期 ご と に 優 先

教 科 を 決 め 、 調 整 を 図 っ て き た 。

以 前 か ら 、 国 語 、 社 会 、 理 科 、 保 健 体

育 等 で 、 コ ン ピ ュ ー タ を 活 用 し た 学 習 を

展 開 し て き た が 、 今 後 さ ら に 他 教 科 で も

実 践 を 図 る た め に は 、 各 学 年 教 科 等 の 年

間 指 導 計 画 段 階 で の 調 整 が 必 要 で あ る 。

こ れ は 、 す で に 予 想 さ れ た 課 題 と し て

取 り 組 ん で き て い る が 、 こ の 調 整 を 確 立

し た い と 考 え る 。

( 3 ) 活 用 の モ ラ ル の 向 上 の た め の プ ロ グ ラ

ム 作 成
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本 校 で は 、 一 昨 年 度 、 各 方 面 の 援 助 を

得 、 情 報 公 開 に 於 け る 著 作 権 や 肖 像 権 等

の 保 全 、 個 人 情 報 発 信 に 伴 う 危 険 や 有 害

情 報 へ の 対 応 な ど に 一 定 の 方 向 を 見 い 出

す こ と が で き 、 「 イ ン タ ー ネ ッ ト 利 用 に

関 す る 運 用 の 手 引 き （ 指 針 ） 」 と し て ま

と め た 。

ま た 、 昨 年 度 か ら は 、 生 徒 用 の 手 引 き

も 作 成 し 、 そ れ に 基 づ い た 授 業 を 展 開 し

て き た 。

本 年 度 は 、 そ こ か ら さ ら に 一 歩 進 め て、

「 情 報 社 会 に 参 画 す る 態 度 」 を 育 て る た

め の プ ロ グ ラ ム を 開 発 し た い と 考 え る 。

そ の 指 導 の 中 心 と な る の が ネ チ ケ ッ ト

（ ネ ッ ト ワ ー ク ・ エ チ ケ ッ ト ） の 指 導 で

あ る 。 ま た 、 ネ ッ ト ワ ー ク 上 で の コ ミ ュ

ニ ケ ー シ ョ ン の あ り 方 や 問 題 点 、 情 報 の

信 頼 性 、 信 憑 性 、 善 悪 な ど を 正 し く 判 断

で き る 力 も 付 け な け れ ば な ら な い と 考 え

る 。
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( 4 ) 職 員 研 修 の 計 画 的 実 施

職 員 の マ ル チ メ デ ィ ア に 関 す る 意 識 に

は 、 か な り 高 い も の が あ り 、 日 常 的 な 業

務 処 理 の 中 で 自 然 な 相 互 援 助 の 形 で 、 パ

ソ コ ン や ソ フ ト に 関 す る 研 修 が 行 わ れ て

い る 。

職 員 の ８ ５ ％ が 私 物 の パ ソ コ ン を 所 有

し て い る 。 ま た 、 何 ら か の 形 で 、 イ ン タ

ー ネ ッ ト を 活 用 し て い る 者 は 、 ７ ２ ％ で

あ る 。

こ う し た こ と を 背 景 に 、 昨 年 度 、 ネ ッ

ト ワ ー ク を 授 業 に 活 用 し た 教 科 は 、 国 語、

社 会 、 理 科 、 英 語 、 技 術 ・ 家 庭 科 、 保 健

体 育 科 、 学 級 活 動 、 そ の 他 （ 生 徒 会 、 部

活 動 な ど ） を あ げ る こ と が で き る 。

本 年 度 は 、 さ ら に 授 業 で の 効 果 的 な 指

導 を 図 る た め に 、 授 業 で の 活 用 を 目 的 と

し た 研 修 を 計 画 的 に 実 施 し た い と 考 え る。
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Ⅴ ． 研 究 の 歩 み

＜ １ 学 期 ＞

○ 研 究 計 画 お よ び 職 員 研 修 計 画 の 立 案

○ 年 間 指 導 計 画 の 見 直 し と コ ン ピ ュ ー タ 室

利 用 の 調 整

○ 活 用 モ ラ ル の 向 上 の た め の 年 間 指 導 計 画

の 作 成

＜ ２ 学 期 ＞

○ 文 化 祭 等 で の 活 用

○ 授 業 実 践

○ パ ソ コ ン 部 に よ る Ｗ ｅ ｂ 作 成 活 動

○ 情 報 倫 理 に 関 す る 授 業 実 践

Ⅵ ． 実 践 記 録

Ａ 生 徒 の 興 味 ・ 関 心 に 応 え る 指 導 の 実 践 事

例

＜ 事 例 １ ＞

「 社 会 科 に お け る 交 流 学 習 の 実 施 」

第 ２ 学 年 社 会 科 （ 地 理 的 分 野 ）
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「 イ ン タ ー ネ ッ ト を 生 か し た 交 流 学 習 」

足 利 市 立 西 中 学 校 ・ 長 浜 市 立 北 中 学 校

１ ． 単 元 名

世 界 か ら 見 た 日 本 「 身 近 な 地 域 を 調 べ よ う」

２ ． 事 前 打 ち 合 わ せ （ 担 当 者 会 議 ）

第 １ 回 交 流 学 習 打 ち 合 わ せ

日 時 ： 平 成 １ １ 年 ８ 月 ７ 日 （ 土 ）

於 ： 足 利 市 立 西 中 学 校 お よ び 群 馬 県 前 橋

市 （ 宿 舎 ）

担 当 者 ： 小 川 裕 之 （ 足 利 西 中 ） 、 廣 部 豪

男 （ 長 浜 北 中 ）

第 ２ 回 交 流 学 習 打 合 わ せ

日 時 ： 平 成 １ １ 年 ８ 月 ２ ２ 日 （ 日 ）

於 ： 長 浜 市 立 北 中 学 校 校 長 室

担 当 者 ： 小 川 裕 之 、 須 藤 秀 幸 （ 足 利 西 中）

片 山 勝 （ 教 頭 ） 、 廣 部 豪 男 、
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嶂 南 芳 雄 （ 長 浜 北 中 ）

３ ． 日 程

準 備 （ ８ 月 下 旬 か ら ９ 月 上 旬 に か け て … …

担 当 者 間 の メ ー ル に よ る 打 ち 合 わ せ 等）

８ 月 事 前 ア ン ケ ー ト の ひ な 形 を 作 成 、

送 付 。

行 事 予 定 及 び 時 間 割 の 送 付 。 （ 実

施 時 間 の 検 討 ）

電 子 メ ー ル 等 の 操 作 方 法 の 指 導 。

Ｗ ｅ ｂ の 作 成 方 法 の 指 導 。

機 器 類 の 整 備 。 （ ９ 月 ２ ４ 日 ま で を め ど

に 接 続 試 験 ）

９ 月 ２ ７ 日 （ 月 ） テ レ ビ 会 議 使 用 開 始

（ 第 １ 回 は 自 己 紹 介 ）

事 前 に 、 メ ー ル に よ り 交 流 。

１ ０ 月 ８ 日 （ 金 ） … 長 浜 北 中 滋 賀 県 情

報 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク 活 用 連 絡 協 議 会

公 開 授 業
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１ ０ 月 １ ８ 日 （ 月 ） … 足 利 西 中 栃 木 県

教 育 研 究 所 社 会 科 部 会 研 究 公 開 授

業

４ ． 研 究 テ ー マ

「 主 体 的 な 学 習 活 動 を 促 す 学 習 形 態 の 工 夫」

（ 足 利 西 中 ）

「 社 会 科 に お け る 調 べ 学 習 の 新 た な 展 開 を

求 め て 」 （ 長 浜 北 中 ）

５ ． 研 究 の 概 要

○ 自 発 的 な 学 習 環 境 の 提 供 方 法 に よ り 他 地

域 を 理 解 し な が ら 、 自 分 た ち の 地 域 を 再

発 見 す る 。 （ 社 会 科 的 視 点 ）

○ 積 極 的 に イ ン タ ー ネ ッ ト を 授 業 に 導 入 し、

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ツ ー ル と し て の イ ン

タ ー ネ ッ ト の 効 果 的 な 活 用 方 法 を 模 索 す

る 。 メ デ ィ ア 選 択 の 能 力 の 育 成 。 （ 情 報

教 育 的 視 点 ）
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６ ． 研 究 仮 説

( 1 ) 交 流 方 法 を 工 夫 す る こ と に よ り 、 学 習

の 対 象 で あ る 相 手 校 の 地 域 の 学 習 が で き

る だ け で な く 、 地 元 に つ い て の 学 習 も 深

め る こ と が 出 来 る の で は な い か 。 〔 社 〕

( 2 ) 交 流 し 合 う こ と に よ り 、 生 徒 の 意 欲 が

た か ま る の で は な い か 。 〔 社 ・ 情 〕

( 3 ) ネ ッ ト 社 会 の 基 本 で あ る 「 G i v e & T a k e」

の 精 神 を 学 ば せ る こ と が 出 来 る の で は な

い か 。 （ 相 手 の 立 場 の 尊 重 、 ネ チ ケ ッ ト

の 涵 養 ） 〔 情 〕

( 4 ) 様 々 な 交 流 手 段 を 活 用 す る こ と に よ り、

メ デ ィ ア の 特 性 を 理 解 し 、 よ り 効 果 的 に

相 手 に 伝 え よ う と す る 意 欲 が 高 ま る の で

は な い か 。 〔 情 〕

( 5 ) 生 徒 の 視 野 を 広 げ 、 共 に 学 び 合 う 仲 間

と し て の 連 帯 感 （ 友 情 ） も 養 う こ と が 出

来 る の で は な い か 。 〔 社 ・ 情 〕

７ ． 展 開 の 概 要
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( 1 ) 相 互 の 学 級 で 同 じ 課 題 を 設 定 す る 。

（ 要 調 整 ）

( 2 ) 主 と し て 同 じ 課 題 の グ ル ー プ で 交 流 を

し て い く 。

( 3 ) 西 中 の 生 徒 は 栃 木 県 に つ い て 調 べ る 。

北 中 の 生 徒 は 滋 賀 県 に つ い て 調 べ る 。

( 4 ) 受 け た 質 問 に な ど に つ い て 地 元 の 情 報

を 集 め て 、 伝 え 合 う 。

( 5 ) 成 果 を 学 級 内 だ け で な く 、 相 手 校 と も

交 流 し 合 う 。

８ ． 留 意 点

Ａ 、 利 用 す る 通 信 メ デ ィ ア の 特 性

( 1 ) メ ー ル

○ 相 互 の 連 絡 の 確 認 。

○ 意 見 交 換 や 質 問 な ど

＜ メ ー ル の 活 用 場 面 ＞

※ 校 時 の 調 整 が 出 来 な く て も 可 能 で あ

る 。

※ ジ ッ ク リ と 調 べ た り 考 え た り し て 交
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流 で き る 。

( 2 ) Ｔ Ｖ 会 議

○ タ イ ピ ン グ な ど が 苦 手 な 生 徒 も 容 易

に 参 加 で き る 。

○ リ ア ル タ イ ム で 映 像 （ 動 画 ） ・ 音 声

・ 文 字 を 送 る こ と が で き る 。

○ 親 近 感 が 湧 く 。

＜ Ｔ Ｖ 会 議 の 活 用 場 面 ＞

※ ビ ジ ュ ア ル な 情 報 交 換 （ 動 き を 伝 え

る ）

※ 即 時 性 … … 自 己 紹 介 や 相 談 な ど

※ Ｗ ｅ ｂ 化 が で き な い 内 容 の 場 合 、 そ

れ を 補 う こ と が 出 来 る 。

( 3 ) Ｗ ｅ ｂ

○ 大 量 の デ ー タ を 相 手 に 送 る こ と が で

き る 。

○ 多 く の 仲 間 に 公 開 で き る 。 （ 相 手 グ

ル ー プ 以 外 の 生 徒 も 閲 覧 可 ）

＜ Ｗ ｅ ｂ の 活 用 場 面 ＞

※ 成 果 の ま と め を 伝 え る 。
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Ｂ 、 時 間 割 調 整 な ど 定 期 的 な 連 絡 。

Ｃ 、 交 流 メ ー ル の 形 式

題 名 を 「 交 流 ： ○ 年 ○ 組 ○ 班 」 と す る 。

Ｄ 、 メ ー ル 交 流 の 日 程

基 本 的 に 、 火 ・ 金 曜 日 を 送 受 信 日 と し て

位 置 づ け る 。

９ ． 情 報 教 育 と し て の 今 後 の 発 展

今 回 の 指 導 の 経 験 を 生 か し て 、 他 教 科 ・

領 域 で も 、 Ｔ Ｖ 会 議 シ ス テ ム を 生 か し た 学

習 が 展 開 で き な い か 。

＜ 関 連 Ｗ ｅ ｂ Ｐ ａ ｇ ｅ ＞

○ 社 会 科 交 流 学 習 （ 足 利 西 中 － 長 浜 北 中 ）

U R L = h t t p : / / w w w . b i w a . n e . j p / ~ k i t a - j h s / k o u r y u / i n d e x . h t m

○ 第 ２ 回 滋 賀 県 情 報 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク 活 用
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連 絡 協 議 会 ( 9 9 / 1 0 / 0 8 )

U R L = h t t p : / / w w w . b i w a . n e . j p / ~ k i t a - j h s / k o u r y u / k y o u g i k a i . h t m

１ ０ ． 考 察

( 1 ) 生 徒 に は 、 初 め て の イ ン タ ー ネ ッ ト を

活 用 し た 交 流 で あ っ た 。 そ の た め 、 通 信

メ デ ィ ア の 特 性 に つ い て は 、 体 験 を 通 し

て つ か ま せ た い と 考 え て 指 導 計 画 を 立 案

し 、 機 器 の 準 備 も 行 っ た 。

生 徒 は 、 相 手 校 の 生 徒 と の 交 流 が 深 ま る

に つ れ 親 近 感 を 持 ち 、 そ の 相 手 校 の 生 徒

へ の 質 問 に 対 す る 返 信 と い う 情 報 発 信 の

目 的 が 明 確 で あ っ た た め 、 意 欲 的 に 取 り

組 む こ と が で き た 。

ま た 、 グ ル ー プ に よ っ て は 、 課 題 に 合

っ た メ デ ィ ア を 選 択 し 、 成 果 を あ げ る こ

と が で き た 。 と り わ け 、 テ レ ビ 会 議 シ ス

テ ム の 特 性 を 生 か す こ と が で き た 。

し か し 、 や や も す る と 相 手 の 表 情 も 声 も

聞 こ え る テ レ ビ 会 議 シ ス テ ム が 、 生 徒 の
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興 味 ・ 関 心 の 的 と な っ て し ま が ち で あ っ

た 。

そ の た め 、 他 の メ デ ィ ア で の 情 報 発 信

の 方 が 効 果 的 で あ る と 考 え ら れ る も の ま

で 、 テ レ ビ 会 議 を 用 い て 交 流 し よ う と す

る 傾 向 に な り が ち で 、 失 敗 を し た グ ル ー

プ も あ っ た 。

し か し 、 こ う し た 失 敗 に 学 ん だ グ ル ー

プ は 、 Ｗ ｅ ｂ で の 発 信 に 切 り 替 え た り 、

メ ー ル に よ る 交 流 に 切 り 替 え る こ と が で

き た 。

( 2 ) 今 回 、 テ レ ビ 会 議 シ ス テ ム に は 、 M i c r

o s o f t N e t M e e t i n g を 用 い た 。 こ れ は 、 イ

ン タ ー ネ ッ ト 回 線 を 使 っ て 接 続 で き 、 入

手 も 容 易 で 、 し か も 無 料 で 使 用 で き る ソ

フ ト で あ る 。

こ の ソ フ ト で 一 定 の 成 果 を あ げ る こ と

が で き る と 、 予 算 に ゆ と り の な い 学 校 現

場 に と っ て は 、 大 き な 福 音 と な る た め で

あ る 。
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実 際 の 接 続 は 、 両 校 と も 常 時 接 続 で な

い た め 、 Ｉ Ｐ ア ド レ ス を 検 出 し 、 そ れ を

お 互 い に 連 絡 し 合 っ て 接 続 を 行 っ た 。

し か し 、 現 在 の ネ ッ ト ワ ー ク を 取 り 巻

く 技 術 水 準 の た め か 、 接 続 は 不 安 定 な も

の に な っ た 。 と り わ け 、 回 線 の 状 況 に 左

右 さ れ が ち で あ っ た 。

( 3 ) Ｅ メ ー ル は 、 安 定 し た 情 報 の 交 流 手 段

で あ り 、 一 定 の 成 果 を あ げ る こ と が で き

た 。 し か し 、 生 徒 は パ ソ コ ン 操 作 の 基 礎

的 な 訓 練 を 受 け て お ら ず 、 文 字 の 入 力 に

大 変 な 時 間 を 要 し た 。 低 学 年 時 か ら の タ

ッ チ タ イ プ の 訓 練 の 必 要 性 を 痛 感 し た 。

( 4 ) Ｗ ｅ ｂ 作 成 は 、 作 成 ソ フ ト を 使 用 し 、

生 徒 が 意 欲 的 に 取 り 組 ん だ た め 、 互 い に

情 報 交 換 を 行 う に は 十 分 な ペ ー ジ を 作 成

す る こ と が で き た 。 し か し 、 ウ イ ン ド ウ

ズ マ シ ン が グ ル ー プ に １ 台 の 環 境 の た め、

分 担 作 業 に も 限 度 が あ り 、 作 成 の 効 率 が

上 が ら ず 、 こ れ に も 時 間 を 要 し た 。
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( 5 ) 今 回 、 相 手 校 の 指 導 者 と は 、 実 施 に 先

立 ち 入 念 な 打 ち 合 わ せ を 持 つ こ と が で き、

ま た 、 日 々 、 メ ー ル に よ る 意 見 交 換 な ど

も 行 う こ と が で き た 。

そ の た め 、 指 導 内 容 の 調 整 や 時 間 割 の

調 整 な ど も 、 予 想 以 上 に ス ム ー ズ に 行 う

こ と が で き た 。

し か し 、 両 校 と も 大 規 模 校 で 、 し か も 、

今 回 の 授 業 実 践 は 、 全 体 の 指 導 を 担 当 す

る 指 導 者 と 、 機 器 の 操 作 を 行 う 指 導 者 が

協 力 し 合 っ て 進 め た た め 、 そ れ ぞ れ の 校

内 に お い て は 、 大 幅 な 時 間 割 の 調 整 が 必

要 に な っ た 。 こ う し た 取 り 組 み に は 、 あ

る 程 度 柔 軟 な 時 間 割 の 運 営 が で き る 環 境

が 必 要 で あ る 。

＜ 事 例 ２ ＞

「 国 語 科 に お け る 共 同 学 習 の 実 施 」

国 語 科 第 ３ 学 年
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１ ． 単 元 名

古 典 「 お く の ほ そ 道 」 を 探 訪 し よ う

２ ． 単 元 設 定 に よ せ て

情 報 の 基 本 は 、 言 語 で す 。 そ の た め 、 常

々 、 一 般 的 に パ ソ コ ン や イ ン タ ー ネ ッ ト の

活 用 か ら 距 離 の あ る 国 語 科 で 、 イ ン タ ー ネ

ッ ト を 活 用 し た 学 習 の 展 開 が で き な い か と

考 え て い る 。

こ の 学 習 計 画 は 、 昨 年 、 秋 田 県 天 王 町 立

天 王 中 学 校 の 水 品 先 生 か ら 「 象 潟 （ き さ か

た ） 」 の 風 景 写 真 を 送 っ て い た だ い た こ と

を 思 い 出 し 、 芭 蕉 の 「 お く の ほ そ 道 」 を 題

材 に 、 イ ン タ ー ネ ッ ト を 活 用 し た 幅 の 広 い

学 習 活 動 が で き な い か と 思 い つ い た こ と が

発 端 で あ る 。

「 奥 の 細 道 」 は 、 周 知 の よ う に 、 俳 諧 紀

行 文 で あ る 。 そ の た め 、 「 お く の ほ そ 道 」

の ル ー ト に 当 た る 学 校 や 芭 蕉 と ゆ か り の あ
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る 地 域 の 学 校 な ど と 下 記 の よ う な 内 容 で 交

流 す る こ と に よ り 、 古 典 の 学 習 だ け で な く、

生 徒 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 を 伸 ば す 学

習 を 併 せ て 実 践 で き る の で は な い か と 考 え、

今 回 、 イ ン タ ー ネ ッ ト を 活 用 し た 学 習 を 計

画 し た 。

( 1 ) 芭 蕉 縁 の 地 や 施 設 （ 社 寺 な ど ） の 情 報

( 2 ) 芭 蕉 関 連 の 記 念 館 な ど の 情 報

( 3 ) 芭 蕉 句 碑 の 情 報

( 4 ) 芭 蕉 像 の 情 報

( 5 ) 芭 蕉 に 関 す る 伝 承 の 情 報

ま た 、 「 お く の ほ そ 道 」 の ル ー ト に 当 た

る 学 校 や ゆ か り の 地 の 学 校 が こ れ ら の 情 報

を Ｗ ｅ ｂ で 発 信 し 、 そ れ ら を リ ン ク で 結 ぶ

こ と が で き れ ば 、 新 し い 情 報 源 と し て 、 今

後 も 全 国 各 地 で 活 用 し て い た だ け る の で は

な い か と も 考 え て い る 。

幸 い に し て 、 滋 賀 県 は 、 芭 蕉 と は 縁 の あ
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る 土 地 柄 で 、 「 お く の ほ そ 道 」 と 並 び 称 さ

れ る 「 幻 住 庵 の 記 」 は 、 石 山 （ 大 津 ） の 幻

住 庵 に 滞 在 し た 折 り に 書 か れ た も の で あ る。

ま た 、 芭 蕉 の 眠 る 墓 も 義 仲 寺 （ 大 津 市 ） に

あ る 。 長 浜 か ら は 、 少 し 遠 い が 、 こ れ ら も

ま た 、 子 ど も た ち の 古 典 や 郷 土 へ の 目 を 開

か せ る 題 材 に な り そ う で あ る 。

さ ら に 、 想 像 を た く ま し く す る と 、 こ の

「 お く の ほ そ 道 」 の 道 中 、 敦 賀 と 大 垣 の 間

に は 、 長 浜 が あ る 。 芭 蕉 が 、 わ が 町 に そ の

足 を 踏 み 入 れ た 可 能 性 は 十 分 に あ る 。 ま た、

芭 蕉 の 句 碑 も あ り 、 良 疇 寺 に は 、 芭 蕉 像 も

残 さ れ て い る 。 そ う し た 地 元 の 古 人 の 芭 蕉

へ の 思 い に 触 れ 、 ま た 、 そ れ に 他 の 地 域 の

人 々 の 芭 蕉 へ の 思 い を 重 ね 合 わ せ る こ と も

豊 か な 体 験 と な る と 考 え た 。

３ ． 単 元 の ね ら い

( 1 ) 古 典 に 興 味 を 持 ち 、 古 人 の 思 い を 偲 ぶ。

( 2 ) 芭 蕉 が 体 験 し た 人 や 自 然 と の ふ れ あ い
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を 、 イ ン タ ー ネ ッ ト を 活 用 し て 追 体 験 す

る 。

( 3 ) 自 分 た ち の 得 た 情 報 を 発 信 す る こ と に

よ り 、 学 び の 輪 を 広 げ る 。

４ ． 情 報 教 育 に 関 わ る 具 体 的 な 活 動

( 1 ) 芭 蕉 の 歩 い た 奥 の 細 道 を Ｗ ｅ ｂ を 使 っ

て 探 訪 し よ う 。

※ W e b P a g e 閲 覧

※ メ ー ル に よ る 情 報 収 集

( 2 ) 学 習 し た こ と を Ｗ ｅ ｂ 化 し よ う 。

５ ． 情 報 教 育 と し て の 評 価 の 観 点

( 1 ) 新 し い 情 報 を 意 欲 的 に 創 造 す る こ と が

で き た か 。

( 2 ) 必 要 な 情 報 を 取 捨 選 択 し 、 活 用 で き た

か 。

( 3 ) ネ チ ケ ッ ト を 守 っ て 、 ネ ッ ト ワ ー ク を

活 用 し よ う と し た か 。

( 4 ) 情 報 の 真 偽 を 正 し く 判 断 し よ う と い う
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態 度 が 身 に 付 い た か 。

６ ． 指 導 の 展 開

１ ． 芭 蕉 や 「 お く の ほ そ 道 」 に つ い て 概 要

を 知 る 。

( 1 ) 事 前 調 査 （ 芭 蕉 に つ い て の イ メ ー ジ

や 今 回 の 学 習 に 期 待 す る こ と ）

( 2 ) 音 読 練 習 を す る 。

( 3 ) 冒 頭 部 分 の 概 要 を 把 握 す る 。

( 4 ) 芭 蕉 の 芸 術 観 、 人 生 観 に つ い て 知 る。

( 5 ) 図 書 資 料 や Ｗ ｅ ｂ 閲 覧 に よ り 、 課 題

意 識 を 持 つ 。

※ 他 教 科 の コ ン ピ ュ ー タ 室 使 用 と の 重 複

の 調 整 の た め 、 指 導 の 順 序 は 、 随 時 、

変 更 す る 。

２ ． 発 展 学 習

( 1 ) 学 習 の ね ら い や 方 法 を 知 る 。

( 2 ) 学 習 計 画 を 立 て る 。
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( 3 ) 活 動 の 選 択 と 調 査 活 動 （ 課 題 別 グ ル

ー プ 学 習 ）

ア 、 芭 蕉 の 「 お く の ほ そ 道 」 ル ー ト 探

訪 （ … … 調 査 地 を 指 定 ）

a 俳 句 の 生 ま れ た 背 景 を 調 べ る （ 土

地 の 風 土 ）

・ イ ン タ ー ネ ッ ト で で き る こ と

（ ネ ッ ト 探 訪 、 協 力 者 へ の メ ー

ル で の 質 問 ）

・ そ れ 以 外 の 方 法 で で き る こ と

（ 図 書 、 資 料 、 Ｖ Ｔ Ｒ ）

b 俳 文 の 解 釈

c 俳 句 の 鑑 賞

イ 、 地 元 と 芭 蕉 （ 奥 の 細 道 ル ー ト に 関

し て ）

・ 芭 蕉 の た ど っ た ル ー ト 調 べ （ 実 地

調 査 、 文 献 調 査 ）

ウ 、 地 元 と 芭 蕉 （ 芭 蕉 句 碑 探 訪 ）
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・ 句 碑 に つ い て の 取 材

・ 句 碑 探 訪 、 取 材 （ イ ン タ ビ ュ ー 、

図 書 、 資 料 、 写 真 撮 影 ）

・ 芭 蕉 関 連 施 設 の 取 材

・ 探 訪 、 取 材 （ イ ン タ ビ ュ ー 、 図 書、

資 料 、 写 真 撮 影 ）

・ 芭 蕉 と 滋 賀 県 （ 図 書 資 料 、 資 料 、

探 訪 、 パ ン フ レ ッ ト ）

( 4 ) 調 査 活 動 の チ ェ ッ ク

チ ェ ッ ク １ Ｗ ｅ ｂ 探 索

情 報 の 真 偽 … … あ る 一 つ の 情 報 だ け

を 見 て 判 断 せ ず 、 多 角 的 に 調 べ る

こ と の 意 義

チ ェ ッ ク ２ 様 々 な 角 度 か ら の デ ー タ

収 集

W e b P a g e

書 籍 （ 図 書 室 、 市 立 図 書 館 な ど ）

パ ン フ レ ッ ト
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イ ン タ ビ ュ ー （ 地 元 の 協 力 者 へ ）

メ ー ル （ 企 画 の 協 力 者 の 方 へ 、 公

的 な 学 術 機 関 へ 、 地 方 自 治 体 の

観 光 課 へ 、 研 究 者 へ ）

実 地 調 査

チ ェ ッ ク ３ Ｅ － Ｍ ａ ｉ ｌ （ 目 上 の 方

へ の 依 頼 文 ）

サ ポ ー ト 依 頼 の メ ー ル の 下 書 き

メ ー ル の チ ェ ッ ク （ ネ チ ケ ッ ト ）

( 5 ) 調 査 の ま と め （ Ｗ ｅ ｂ 化 … … 情 報 発

信 ＆ 交 流 ）

調 査 活 動 の ポ イ ン ト

※ 参 加 校 が 、 時 期 を 調 整 し て 実 施 。

チ ェ ッ ク ４ Ｗ ｅ ｂ 作 成 … … 内 容

( 情 報 発 信 の 意 義 、 著 作 権 )

チ ェ ッ ク ５ Ｗ ｅ ｂ 作 成 … … 表 示

（ Ｗ ｅ ｂ の 見 や す さ ）
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３ ． 情 報 交 換

ア 、 芭 蕉 の 生 ま れ 故 郷 の 近 く の 学 校 と

（ 松 阪 中 部 中 ）

イ 、 芭 蕉 の 終 焉 の 地 の 学 校 と （ 石 山 中 ）

ウ 、 芭 蕉 の ゆ か り の 地 の 学 校 と （ 信 楽 中）

エ 、 「 お く の ほ そ 道 」 ル ー ト の 学 校 と

（ 長 浜 北 中 ）

チ ェ ッ ク ５ Ｅ － Ｍ ａ ｉ ｌ （ 同 世 代 の

友 だ ち へ の メ ー ル ）

交 流 の メ ー ル の チ ェ ッ ク （ ネ チ ケ ッ ト）

４ ． 学 習 の ま と め と 学 級 内 交 流

７ ． 共 同 企 画 「 芭 蕉 ネ ッ ト 」

＜ 参 加 校 ＞

○ 三 重 県 松 阪 市 立 中 部 中 学 校

○ 滋 賀 県 甲 賀 郡 信 楽 町 立 信 楽 中 学 校

○ 滋 賀 県 大 津 市 立 石 山 中 学 校
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○ 滋 賀 県 長 浜 市 立 北 中 学 校

＜ 個 人 的 支 援 （ 順 不 同 ） ＞

○ 山 形 県 山 形 市 立 東 小 学 校 佐 藤 俊 一 先 生

○ 三 重 大 学 教 育 学 部 附 属 教 育 実 践 総 合 セ ン

タ ー 須 曽 野 仁 志 先 生

○ 福 島 県 福 島 市 教 育 実 践 セ ン タ ー 西 牧 伸

弘 先 生

○ 岩 手 県 盛 岡 白 百 合 学 園 中 学 高 等 学 校 安

倍 冨 士 男 先 生

○ 宮 城 県 東 北 学 院 中 学 高 等 学 校 井 口 先

生

○ 上 越 教 育 大 学 大 学 院 教 育 方 法 コ ー ス Ｍ １

神 谷 祐 二 先 生

○ 三 重 県 松 阪 市 立 中 部 中 学 校 長 谷 川 元 洋

先 生 （ Ｍ Ｌ 管 理 な ど ）

○ 秋 田 県 天 王 町 立 天 王 中 学 校 水 品 仁 志 先

生

○ 栃 木 県 足 利 市 立 西 中 学 校 小 川 裕 之 先 生

○ 三 重 県 み え 夢 学 園 高 校 平 山 先 生
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○ 岩 手 県 盛 岡 白 百 合 学 園 中 学 高 等 学 校 小

野 寺 俊 博 先 生

＜ 関 連 Ｗ ｅ ｂ Ｐ ａ ｇ ｅ ＞

○ 共 同 企 画 「 芭 蕉 ネ ッ ト 」

U R L = h t t p : / / w w w . b i w a . n e . j p / ~ k i t a - j h s / b a s y o u / i n d e x . h t m

８ ． 考 察

( 1 ) 当 初 の 願 い は 、 「 お く の ほ そ 道 」 の ル

ー ト の 学 校 と の 交 流 を 図 れ な い か と い う

も の で あ っ た 。 ダ イ レ ク ト メ ー ル や 知 人

を 介 し て の 呼 び か け な ど を 行 っ た が 、 東

北 地 方 の 該 当 す る 各 校 の イ ン タ ー ネ ッ ト

接 続 環 境 は 、 ま だ 十 分 整 備 さ れ て い な い

と こ ろ が 多 く 、 結 局 、 学 級 単 位 で の 参 加

校 は 、 三 重 県 １ 校 、 滋 賀 県 ３ 校 と な っ た。

し か し 、 今 回 の 取 り 組 み に お い て 、 ネ

ッ ト ワ ー ク の つ な が り の 中 で 、 多 く の 方

が 支 援 を 申 し 出 て く だ さ り 、 現 在 、 取 り

組 み を 進 め て い る と こ ろ で あ る 。 そ う し
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た ボ ラ ン テ ィ ア の み な さ ん の 支 え 自 体 が

生 徒 に と っ て ネ ッ ト ワ ー ク の 本 質 を 学 ぶ

素 晴 ら し い 体 験 の 場 と な っ て い る 。

( 2 ) こ の 学 年 の 生 徒 は 、 １ 年 生 以 来 、 課 題

解 決 学 習 の 体 験 も 乏 し く 、 ま た 、 コ ン ピ

ュ ー タ の 基 本 的 な 操 作 の 訓 練 も 十 分 に は

受 け て こ な か っ た 。

そ の た め 、 国 語 科 の 内 容 以 前 の 部 分 の

指 導 に か な り の 時 間 を 要 し た 。

し か し 、 多 く の 生 徒 は 、 興 味 を 持 っ て

意 欲 的 に 取 り 組 ん で い る 。

現 在 は 、 ボ ラ ン テ ィ ア の 方 な ど と の メ

ー ル 交 換 の 段 階 で あ る が 、 他 校 生 と の 情

報 交 換 の 場 面 に な れ ば 、 さ ら に 成 果 を あ

げ る こ と が で き る の で は な い か と 期 待 し

て い る 。

＜ 事 例 ３ ＞

「 パ ソ コ ン 部 の Ｗ ｅ ｂ 作 成 の 取 り 組 み 」



- 35 -

１ ． 取 り 組 み の 概 要

本 校 は 、 数 年 前 よ り ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 の

実 践 に 力 を 入 れ て き て い る 。

そ こ で 、 パ ソ コ ン 部 で は 、 本 年 度 「 コ ン

ピ ュ ー タ を 人 の た め に 役 立 て よ う 」 を ス ロ

ー ガ ン に 掲 げ て 、 活 動 を ス タ ー ト し た 。

生 徒 た ち は 、 さ ま ざ ま な ア イ デ ア を 出 し

合 い 、 活 動 に 取 り 組 も う と し た が 、 成 果 が

見 え ず 挫 折 を 繰 り 返 し た 。

そ の た め 、 環 境 問 題 の 取 り 組 み の 交 流 を

し て い た 職 員 が 発 案 し 、 「 長 浜 市 立 教 育 研

究 所 の 研 究 紀 要 第 １ ７ 集 環 境 学 習 ガ イ ド

ブ ッ ク 『 身 近 な 自 然 と わ た し た ち 』 」 の Ｗ

ｅ ｂ 化 を 部 員 た ち に 提 案 し た 。

教 育 研 究 所 の ご 厚 意 も あ り 、 ５ ヶ 月 間 に

渡 っ て 部 員 が 力 を 合 わ せ て 取 り 組 み 、 完 成

し 、 ネ ッ ト 上 で 公 開 す る こ と が で き た 。

２ ． 生 徒 作 文

「 こ の ホ ー ム ペ ー ジ は 僕 た ち 北 中 学 校 パ ソ
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コ ン 部 が ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 の 一 環 と し て 作

成 し た も の で す 。

こ の ホ ー ム ペ ー ジ の 元 と な っ た 「 身 近 な

自 然 と わ た し た ち 」 と い う 本 は 、 タ イ ト ル

ど お り 身 近 な 自 然 の こ と が （ お も に 滋 賀 県

長 浜 市 の こ と で す が ） 幅 広 く 、 く わ し く 書

い て あ る 素 晴 ら し い 本 で す 。

今 年 の パ ソ コ ン 部 の 方 針 は 「 コ ン ピ ュ ー

タ を 人 の た め に 役 立 て よ う 」 と い う も の で

す 。 そ こ で 、 い ろ い ろ な こ と を し て き ま し

た が 、 す べ て 中 途 半 端 に 終 わ っ て し ま い 、

こ れ か ら 何 を す れ ば い い の か 考 え て い た と

き 、 先 生 が 一 つ の 話 を も っ て き て く だ さ い

ま し た 。 先 生 の 話 を う か が っ た と こ ろ 、 僕

た ち の 町 で は 先 生 方 が 小 ・ 中 学 生 の た め に

素 晴 ら し い ガ イ ド ブ ッ ク を 作 っ て 下 さ っ て

い る そ う で 、 そ の 素 晴 ら し い 本 を 僕 た ち だ

け で 活 用 す る の は も っ た い な い 、 も っ と 多

く の 人 に 見 て 使 っ て も ら っ た ら ど う か と 言

う も の で し た 。
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さ っ そ く 、 校 長 先 生 が 市 立 教 育 研 究 所 に

お 願 い し て 下 さ り 、 許 可 を い た だ く こ と が

で き 、 や る 気 の あ る ２ ． ３ 年 生 の 部 員 と １

年 で 、 こ の ホ ー ム ペ ー ジ を 作 り 始 め ま し た。

な に ぶ ん 初 心 者 が 多 い の で 完 成 す る の に

時 間 が か か り ま し た が 、 こ の ホ ー ム ペ ー ジ

を 見 て 下 さ っ た み な さ ん が 、 環 境 問

題 に 関 心 を 持 ち 、 ２ １ 世 紀 の 地 球 に つ い て、

社 会 の あ り 方 に つ い て 、 考 え を 深 め 合 っ て

く れ れ ば こ ち ら と し て も う れ し い で す 。

こ の ホ ー ム ペ ー ジ が 少 し で も 皆 さ ん の お

役 に 立 て れ ば 幸 い で す 。 （ １ 年 中 山 ） 」

＜ 現 在 公 開 中 の Ｗ ｅ ｂ の 「 北 中 パ ソ コ ン 部 か

ら ひ と こ と 」 よ り ＞

＜ 関 連 Ｗ ｅ ｂ Ｐ ａ ｇ ｅ ＞

○ 身 近 な 自 然 と わ た し た ち － 長 浜 市 立 教 育 研

究 所

U R L = h t t p : / / w w w . b i w a . n e . j p / ~ k i t a - j h s / k a n k y o / i n d e x . h t m
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３ ． 考 察

こ の Ｗ ｅ ｂ 作 成 を 通 し て 、 部 員 た ち は 、

コ ン ピ ュ ー タ リ テ ラ シ ー が 高 ま る だ け で な

く 、 各 方 面 か ら 寄 せ ら れ た 励 ま し や 感 謝 の

メ ー ル に よ り 、 自 分 た ち の 取 り 組 ん だ 情 報

発 信 の 意 義 が 理 解 で き 、 イ ン タ ー ネ ッ ト の

「 G i v e & T a k e 」 の 精 神 を 体 験 で き た こ と は、

大 き な 成 果 で あ っ た 。

Ｂ 各 教 科 等 の 年 間 指 導 計 画 の 調 整

２ １ 学 級 に 対 し て 、 コ ン ピ ュ ー タ 室 が １

つ の 環 境 の た め 、 コ ン ピ ュ ー タ 室 利 用 の 調

整 は 、 一 昨 年 来 の 課 題 で あ り 、 各 教 科 の 全

体 計 画 や 年 間 指 導 計 画 の 見 直 し を 提 起 し て

き た 。

し か し 、 昨 年 度 ま で は 、 校 内 研 究 で 取 り

組 ん で き て い た が 、 本 年 度 の 研 究 の 主 題 も

領 域 も 変 わ っ た た め 、 継 続 研 究 が 困 難 と な

っ た 。

そ の た め 、 毎 月 、 コ ン ピ ュ ー タ ー 室 利 用
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調 整 会 議 を 開 き 、 随 時 調 整 を 行 う こ と と な

っ た 。

ま た 、 そ の 結 果 を ホ ワ イ ト ボ ー ト に 記 載

し て 、 職 員 室 前 廊 下 に 掲 示 し 、 生 徒 へ の 便

宜 も 図 る よ う に し た 。

し か し 、 時 間 割 の 調 整 が う ま く い か ず 、

研 究 の 推 進 は も と よ り 、 通 常 の 授 業 で の 広

が り を 生 み 出 す こ と も 困 難 で あ っ た 。

来 年 度 以 降 、 新 教 育 課 程 へ の 移 行 が ス タ

ー ト す る 中 で 、 再 度 、 調 整 を 図 り た い と 考

え る 。

Ｃ 活 用 の モ ラ ル の 向 上 の た め の プ ロ グ ラ ム

作 成

イ ン タ ー ネ ッ ト の 活 用 が 叫 ば れ て い る 反

面 、 そ こ に は 影 の 部 分 も あ る 。 そ う し た ネ

ッ ト 社 会 に 、 子 ど も た ち が 無 防 備 に 参 加 し、

ト ラ ブ ル に 巻 き 込 ま れ る 事 例 も 報 告 さ れ は

じ め て い る 。

例 え ば 、 本 年 度 新 聞 紙 上 を に ぎ わ せ た だ
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け で も 、 中 学 生 に よ る セ ガ の Ｈ Ｐ へ の い た

ず ら 書 き 込 み や Ｈ Ｐ を 悪 用 し た 詐 欺 事 件 な

ど も 発 生 し て い る 。

生 徒 は 、 被 害 者 に な る う る だ け で な く 、

加 害 者 に な る う る 可 能 性 も あ る 。

そ の た め 、 本 校 で は 、 昨 年 度 よ り 、 「 イ

ン タ ー ネ ッ ト 活 用 の 手 引 き 」 （ 生 徒 向 け 規

約 ） に 基 づ き 、 具 体 的 な 場 面 を 通 し て 、 イ

ン タ ー ネ ッ ト を 活 用 す る さ い の モ ラ ル （ ネ

チ ケ ッ ト ） や 著 作 権 へ の 配 慮 等 も 指 導 し て

き た 。

本 年 度 は 、 さ ら に 、 イ ン タ ー ネ ッ ト の 影

の 部 分 に つ い て も 、 知 り 、 自 己 管 理 能 力 や

情 報 の 真 偽 を 正 し く 判 断 す る 力 を 養 う 必 要

が あ る と 考 え 、 全 体 計 画 を 作 成 し た 。

＜ 関 連 Ｗ ｅ ｂ Ｐ ａ ｇ ｅ ＞

○ 情 報 倫 理 教 育 全 体 構 想 （ 案 ） V e r . 1 . 0 －

U R L = h t t p : / / w w w . b i w a . n e . j p / ~ k i t a - j h s / k e n k y u / r i n r i / r i n r i _ p l

（ 別 添 え 資 料 １ ）_ 0 1 . h t m
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ま た 、 ８ 月 に は 、 情 報 倫 理 に 関 す る 職 員

研 修 を 実 施 し た 。

＜ 関 連 Ｗ ｅ ｂ Ｐ ａ ｇ ｅ ＞

○ マ ル チ メ デ ィ ア 職 員 研 修 （ 第 ４ 回 ）

U R L = h t t p : / / w w w . b i w a . n e . j p / ~ k i t a - j h s / k e n k y u / k e n s y u / 9 9 k e n s y u

0 4 . h t m

な お 、 実 際 の 実 践 は 、 ２ 学 期 末 に ２ ・ ３

年 生 の 道 徳 の 時 間 に 一 斉 に 行 う 予 定 で あ っ

た が 、 学 校 行 事 の 都 合 で １ 月 に 延 期 に な っ

て い る 。

＜ 関 連 Ｗ ｅ ｂ Ｐ ａ ｇ ｅ ＞

○ 道 徳 学 習 指 導 案 「 個 人 情 報 の 大 切 さ に つ い

て 考 え よ う 」 （ V e r . 1 . 0 ）

U R L = h t t p : / / w w w . b i w a . n e . j p / ~ k i t a - j h s / k e n k y u / r i n r i / r i n r i _ a n 0

1 . h t m

１ 月 中 旬 に 予 定 し て い る 実 践 は 、 「 個 人

情 報 の 保 護 」 に 関 す る も の で あ る 。 さ ら に、
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性 や 暴 力 、 差 別 な ど の 情 報 へ の 対 応 な ど 、

幅 広 く 取 り 組 み 必 要 が あ る 。

Ｄ 職 員 研 修 の 計 画 的 実 施

本 校 職 員 の マ ル チ メ デ ィ ア に 関 す る 意 識

に は 、 か な り 高 い も の が あ り 、 日 常 的 な 業

務 処 理 の 中 で 自 然 な 相 互 援 助 の 形 で 、 パ ソ

コ ン や ソ フ ト に 関 す る 研 修 が 行 わ れ て い る。

ま た 、 昨 年 度 、 校 内 ネ ッ ト ワ ー ク が 敷 か

れ 、 現 在 、 半 数 近 い 職 員 が そ れ を 日 常 業 務

に 活 用 し て い る 。

し か し 、 そ れ が コ ン ピ ュ ー タ 等 を 活 用 し

た 授 業 実 践 に 結 び つ く 段 階 に は 、 至 っ て い

な い 。

そ の た め 、 職 員 の コ ン ピ ュ ー タ リ テ ラ シ

ー や 情 報 リ テ ラ シ ー を さ ら に 高 め る 必 要 性

が あ る と 考 え 、 「 素 晴 ら し い 環 境 を み ん な

（ 先 生 ・ 生 徒 ） の も の に 」 を ス ロ ー ガ ン に、

下 記 の よ う な 職 員 研 修 を 計 画 、 実 施 し て き

た 。
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＜ 関 連 Ｗ ｅ ｂ Ｐ ａ ｇ ｅ ＞

○ 平 成 １ １ 年 度 職 員 研 修

U R L = h t t p : / / w w w . b i w a . n e . j p / ~ k i t a - j h s / k e n k y u / k e n s y u / 9 9 k e n s y u.

h t m

な お 、 機 器 の 数 の 関 係 で 、 職 員 全 員 対 象

の 実 技 研 修 は 、 設 け ら れ な い た め 、 講 座 の

申 し 込 み 制 に し て 実 施 し て き た 。

( 1 ) コ ン ピ ュ ー タ ー 室 活 用 に つ い て

○ コ ン ピ ュ ー タ ー 室 利 用 の マ ナ ー や 方 法、

イ ン タ ー ネ ッ ト 利 用 の 校 内 規 約 の 周 知

徹 底

( 2 ) ネ ッ ト ワ ー ク 活 用 に つ い て

○ 機 器 の 共 有 に つ い て 理 解 し 、 そ の 機 能

を 活 用 し て 、 日 常 業 務 を 効 率 的 に 行 う。

( 3 ) イ ン タ ー ネ ッ ト 活 用 に つ い て

○ ウ ェ ブ ペ ー ジ 閲 覧 や ペ ー ジ か ら の 教 材

作 成 の 方 法 、 メ ー ル 交 換 の 方 法 を 身 に
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つ け る 。

○ 著 作 権 に つ い て 、 理 解 を 深 め る 。

( 4 ) プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン 作 成 に つ い て

○ 普 段 の 授 業 で も 使 え る プ レ ゼ ン テ ー シ

ョ ン の 作 成

( 5 ) 授 業 実 践 の 事 例 研 究

○ 授 業 で ど ん な こ と が 可 能 か 、 先 進 校 の

実 践 に 学 ぶ 。

( 6 ) ホ ー ム ペ ー ジ 作 成 講 座

○ ホ ー ム ペ ー ジ 作 成 自 主 研 修 講 座 （ 時 間

外 に 実 施 ）

申 し 込 み 制 に せ ざ る を 得 な い 環 境 で あ る

た め 、 致 し 方 な い 面 も あ る が 、 全 員 参 加 で

な い た め 、 職 員 の 意 識 が 低 く 、 抜 本 的 な 改

善 を 要 す る よ う に 思 う 。

こ の た め 、 １ 月 下 旬 に は 、 外 部 講 師 を 招

い て の 全 員 参 加 の 講 習 会 を 開 く 計 画 を 進 め

て い る 。
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Ⅶ ． 反 省 と 考 察

( 1 ) コ ン ピ ュ ー タ リ テ ラ シ ー と 情 報 リ テ ラ

シ ー に つ い て

生 徒 の 実 態 を 見 る と 、 コ ン ピ ュ ー タ を

活 用 し た 学 習 活 動 を 十 分 に 体 験 し て い な

い 段 階 の 生 徒 の 意 識 は 、 コ ン ピ ュ ー タ は

ゲ ー ム 機 の 延 長 線 上 に 近 い と こ ろ に あ る

よ う に 思 わ れ る 。 し か し 、 授 業 で の 活 用

を 通 し て 、 徐 々 に そ の 意 識 の 変 容 が 見 ら

れ る よ う に な っ て く る よ う に 感 じ ら れ る。

と り わ け 、 ３ 年 生 は 、 今 ま で コ ン ピ ュ

ー タ を 活 用 し た 学 習 活 動 を 体 験 し て お ら

ず 、 そ の た め 、 学 習 の 当 初 は 物 珍 し さ か

ら 、 マ ウ ス を い じ く っ た り 、 Ｏ Ｓ の 設 定

を 変 え て み た り す る 生 徒 が 数 多 く い た 。

し か し 、 徐 々 に 機 器 の 操 作 に 慣 れ 、 目 的

を 持 っ て Ｗ ｅ ｂ を 探 索 し た り 、 メ ー ル で

交 流 を す る よ う に な る と 、 機 器 の 取 り 扱

い も 丁 寧 な も の に な り 、 無 駄 な 時 間 を 過
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ご さ な く な っ て き た 。 そ し て 、 そ の 次 の

段 階 で は 、 時 間 を 惜 し ん で 取 り 組 む 姿 が

見 ら れ る よ う に な っ て き て い る 。

コ ン ピ ュ ー タ リ テ ラ シ ー の 伸 長 に 伴 っ

て 、 情 報 リ テ ラ シ ー も 身 に 付 い て い っ て

い る の で あ ろ う か 。

( 2 ) メ デ ィ ア の 効 果 的 な 活 用 に つ い て

イ ン タ ー ネ ッ ト を 初 め て 体 験 す る 生 徒

に は 、 Ｗ ｅ ｂ に は あ ら ゆ る 情 報 が あ る よ

う な 錯 覚 に 陥 り が ち で あ る 。 し か し 、 課

題 を 解 決 し よ う と 取 り 組 ん で い く 内 に 、

イ ン タ ー ネ ッ ト の 限 界 に も 気 づ き 始 め る

よ う で あ る 。 そ し て 、 次 に 、 従 来 彼 ら が

用 い て き た 調 べ 学 習 の 原 点 と も い え る 書

籍 に 目 を 向 け る よ う に な る 。

こ れ は 、 今 回 実 践 し た ２ 年 生 の 取 り 組

み で も 、 ３ 年 生 の 取 り 組 み で も 見 ら れ た

傾 向 で あ る 。 ３ 年 生 と も な る と 、 学 校 の

図 書 室 だ け で は な く 公 立 図 書 館 に も 足 を
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向 け 、 書 籍 を 探 し 出 し て 来 て い る 。 こ の

こ と は 、 メ デ ィ ア の 活 用 と い う 観 点 か ら

言 え ば 、 彼 ら が 体 験 の 中 で 見 つ け た 方 法

で あ り 、 多 い に 評 価 で き る 点 で あ る と 考

え る 。

( 3 ) 各 教 科 等 の 年 間 指 導 計 画 の 調 整

大 規 模 校 に お け る 情 報 教 育 推 進 の ネ ッ ク

に な る の が 、 １ ク ラ ス あ た り の コ ン ピ ュ

ー タ 室 の 利 用 頻 度 で あ る 。 こ の 問 題 は 、

教 育 の 機 会 均 等 に も 関 わ る も の で あ る が、

財 政 当 局 の 英 断 を 待 つ 間 、 そ う し た 悪 条

件 の 中 で 、 い か に し て 少 し で も 生 徒 の 力

を 伸 ば す か と い う 問 題 と 取 り 組 む 必 要 が

あ る 。

本 校 で は 、 来 年 度 か ら ス タ ー ト す る 新

教 育 課 程 へ の 移 行 措 置 の 中 で 、 １ 年 生 か

ら 計 画 的 に コ ン ピ ュ ー タ の 基 本 操 作 を 訓

練 す る 計 画 を 立 て て い る と こ ろ で あ る 。

こ れ を 実 施 す る こ と に よ り 、 上 級 学 年
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で の 各 教 科 に お け る 活 用 も 従 来 よ り は 、

ス ム ー ズ に 実 施 で き る と 考 え て い る 。

そ の た め に 、 必 要 な 条 件 の 一 つ に 、 指

導 者 の 問 題 が あ る 。 全 職 員 が 一 定 の 指 導

力 を 備 え る 必 要 が あ る し 、 ま た 、 機 会 を

と ら え て 、 各 教 科 の 授 業 実 践 の 中 で 活 用

す る 必 要 が あ る 。 こ の た め の 職 員 研 修

は 、 今 後 必 須 で あ る 。

( 4 ) ネ ッ ト ワ ー ク に よ る ク ラ イ ア ン ト マ シ

ン の 集 中 と 分 散

こ れ か ら の コ ン ピ ュ ー タ 活 用 の あ り 方

は 、 「 情 報 活 用 能 力 」 の 育 成 を 目 指 し た

も の で な く て は な ら な い と 考 え る 。

そ の た め に は 、 環 境 整 備 、 教 育 課 程 の

整 備 、 教 職 員 の 指 導 力 の 向 上 、 機 器 の 管

理 な ど 、 多 く の 課 題 が あ る 。

第 １ 段 階 の コ ン ピ ュ ー タ ー 活 用 は 、

「 ど の 生 徒 も 、 使 え る よ う に 」 な ら な く
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て は な ら な い 。

そ の た め に 、 「 情 報 機 器 活 用 能 力 （ コ

ン ピ ュ ー タ ー リ テ ラ シ ー ） 」 の 育 成 を 中

心 と し た 授 業 を 計 画 す る 必 要 が あ る 。

次 に 、 そ う し て 身 に つ け た 力 を 生 か し

て 、 「 情 報 処 理 能 力 」 「 情 報 発 信 能 力 」

を 伸 ば す 学 習 も 、 教 科 （ 領 域 ） の 学 習 の

場 面 で 、 進 め な く て は な ら な い 。

そ の た め の 環 境 整 備 と し て 、 ま ず は 、

コ ン ピ ュ ー タ 室 に 十 分 な ク ラ イ ア ン ト マ

シ ン を 配 置 す る 必 要 が あ る 。

理 想 の コ ン ピ ュ ー タ 活 用 は 、 「 使 い た

い 生 徒 が 、 使 い た い と き 、 使 い た い よ う

に 使 え る 」 も の で な く て は な ら な い と 考

え る 。

生 徒 は 、 様 々 な コ ン ピ ュ ー タ ー 利 用 の

体 験 を 通 し て 、 よ り よ い 活 用 方 法 も 身 に

つ け て い く と 考 え る が 、 そ れ と は 逆 に 、

コ ン ピ ュ ー タ 利 用 の 限 界 に も 気 づ い て い
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く の で は な だ ろ う か 。

学 習 を 進 め る 上 で 、 生 徒 が 主 体 的 に コ

ン ピ ュ ー タ ー だ け で な く 、 様 々 な メ デ ィ

ア の 中 か ら そ の 方 法 を 選 択 し 、 活 用 し て

い く こ と が 理 想 で あ る 。 つ ま り 、 個 に 応

じ た 学 習 方 法 の 選 択 で あ る 。

そ の た め に も 、 「 使 い た い 生 徒 が 、 使

い た い と き 、 使 い た い よ う に 使 え る 」 環

境 を 準 備 し て お く こ と が 必 要 で あ る 。

そ の た め に は 、 校 内 ネ ッ ト ワ ー ク を 張

り 巡 ら し 、 全 て の 教 室 か ら イ ン タ ー ネ ッ

ト が 出 き る よ う な 環 境 を 整 備 す る 必 要 が

あ る 。

本 校 で は 、 今 後 の 展 開 と し て 、 少 し ず

つ で も 上 記 の 環 境 を 整 え て い き た い と 考

え て い る 。

以 上

文 責 廣 部 豪 男


